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お わ りに
は じめに
高齢社会、超高齢化社会 、あるいは少子高齢化な どの用語は、現代 日本、そ してその将来の課題 と
して誰 もが認識せ ざるをえないものであろ う。本稿では、こ うした課題を拙者の提唱す る 「ことわ ざ
社会心理学」の視点か ら分析 ・考察する。 ことわざ社会心理学 とは、一言でいえば、 ことわ ざをデー
タとして社会諸現象 を分析 ・考察するものである。





H章では、高齢者 とい う特定項 目に関 して、既成のことわざの類句を集合させ、それ らに一貫する、
共通す る習俗規範を分析 ・考察 してみたい。しか し、このことはすでに論文 として分析を してい る。ω
ここでは、新たに老人心理学、あるいは老年心理学の成果 とことわ ざ社会心理学 との相関性の検証を
試み る。 ことわざ社会心理学の一つの可能性 を模索す るものである。
m章 では、ことわ ざ社会心理学の前提の課題である特定社会集団の枠組みに関 して分析 ・考察する
ことに したい。それはた とえばH章 ではことわざ辞典類を基礎データとして使って、対象の枠組みを
日本とした。 この枠組みは、 さらに地域別、性別 、職業別、学歴別、世代別な ど細分化、緻密化が考
えられる。 日本 とい う大きな枠組みで も十分分析の意義はあるが、もう少 し小 さな枠組みを設定する
ことで、どのよ うな ことが言えるか とい う視点で、分析 ・考察する試みを してみたいとい うことであ
る。本稿の場合は、特に地域性 とい うことに関 して、一つの試みをすることに したい。
かつて農村社会学や民族学でいわれた西 ・南 日本社会 と東 ・北田本社会 といった地域性の分類の う
ち、西 ・南 日本社会 とい う枠組みを設定 して、その高齢者像を一般論 ともいえる 日本 とい う大 きな枠
組み と比較分析 ・考察するものである。
本稿を もって、ことわざ社会心理学のステ ップ ・アップを試みることにする。
1.こ とわ ざ社 会心理学 とは何 か
A.デー タと しての ことわ ざ
ことわざが 日常的に使用 され、何らかの機 能が成立するのは、使用する個人が特定の環境場面で最
も適切な句を引用 し、最 も適切なタイ ミングを瞬時に判断 して使用する場合である。その機能は、時
に教訓、風刺、皮肉、強調 、確認、切 り返 し、た とえ、伝承 あるいはユーモアであった りする。こう
したことが成立するのは、使用する側、受 け手側双方に意味内容が認知的に共有 されていなければな
らない。 ことわざは、一見内容が非論理的で、表現が感性的であるとされるが、実はその内容 におい
ては論理的な認知が、双方に了解 ・共有 ・伝承されていない と、ことわざを使用するシチュエーショ
ンは成立 しに くいのである。
ことわ ざの定義にっいては、拙者が集約 した広義の定義を示 してお く。すなわち、ことわざとは 「特
定社会集団構成員に了解 ・共有 ・伝承 されている短めの成句である。その内容は、人間生活のあらゆ
る側面に言及 し、一句一句の使用法で は、心理 ・人情 の機微 をっき、特定項 目に類句を集合 させ ると、
特定社会 ・文化の特 徴、習俗規範 などを示す。」② と定義できる。
〔n}出著 『年寄り ・若者そ して周本人』人間の科学社、2001年-
杉本貴代栄福 『日本人と高齢化』・拙稿f年 は寄っても心は寄らぬ一ことわざ社会心理学にみる年寄り像－i人 間の
科学社s2ρ01年
ωすべての辞典類に、それぞれの編者が、独 自にことわざの定義を掲載 している。ことわざ辞典は国語辞典より多
い。「古 くか ら世間に伝わっている教訓や風刺を含む文句、教訓的な言葉』などが狭義の定義である。 しか し、教訓的な句




この中で、了解の意味 を考えてみたい。た とえば 「情けは人のためならず」とい う句が、「他人に情
けをかけても、他人のため、あるいは自分のためにもならないか ら、情けはかけるものではないjと
い う新たな解釈があるとされる。しか し本来は、「他人に情けをかければ、いつかは 自分に返ってくる」
とい う意味 とされ てい る。複数の解釈 、あるいは正反対の解釈 が生 じるのは、た とえば著 しい社会の
変化 による、あるいは世代間の価値観の変質 によるといえよ う。そ してこの場合、本来の意味が全 く
消えて しまったわけではない。現在は、本来の意味に新たな解釈が加わったもの といえる。すなわち、
本来の意味は、特定社会集団構成員に未だに了解 され、共有 され、伝承 されている。そ して、新たな
解釈が特定集 団構成員の一・部に了解 され 、共有 され、伝承 される可能性を持つとい うことであろ う。
本来の意味の 「情 けは人のためな らずjは 、古 くは 『曽我物語』、あるいは謡 曲の 『奏上』(3)に引
用 され、確かに何世代に も渡 って伝承 されてきた といえる。 さらに興味深いことがある。 「情けは人の
ためならず」以外の 「情け」に関す る類句 を辞書か ら探 して集合させてみ る。す ると、 「情けが仇」
「情 けも過 ぐれば仇 とな る」 「情けをかける者 には油断するな」 「情 けも恋 も面一皮」など、新 しい
解釈 とされ るものに近い意味の句がすでにあるのである。
ことわ ざは、言語学な どの分野では、一句一句が無法則 ・無原理 ・一回性のものであ り、物語 と違'
って体系的な研究の対象外 とされ てきた。 しか し実は特定項 目の類句を集合的に分析すると、そこに
法則性 ・原理性、あるいは習俗規範が見いだせ るのである。 この場合、 「情 け」はいつかは自分に返
って くるものだか ら必要である、 しか しまた 「過 ぎた るは及 ばざるがごとしjで 、情けをかけ過ぎて
もいけない し、ことさら意識的に情けをかけるものではないとい う日本社会にお ける習俗規範がみえ
て くるω。ここにfこ とわ ざ社会心理学」の…っの可能性があるといえる。すなわち、ことわ ざを一句
一句解釈するのではな く、特定項 日毎に複数の既成の ことわざを集合 させ ると、特定社会集団構成員
に共通感覚 として認知化 された法則性 ・原理性、あるいは習俗規範が見いだせる とい うことである。
既成 のことわ ざをデー タとして、社会、文化のあり方を抽出 しうる、これが 「ことわざ社会心理学」
の一面である。
ここで改めて了解 の意味を確認 しておこ う。数種類のf情 け」の類句は、誰でも知 っている句 もあ
る し、知 られ ていない句 もある。 しか しこ うして列挙 してみると、特に解釈 しな くても意味は通 じる
であろ う。 これ まで ことわ ざは知 っているか、あるいは覚えているかが了解されているとい う基準 と
なっていた。 しか した とえ辞書を見て句 を引き出 してみても、その意味が辞書な しで簡単に通 じれば、
それ を了解 とす る。 そ うでないと、ことわ ざはデータとして限定された ものとなって しま う。研究の
対象 として限界を持 つことになる。 こ うしたデー タとしてのことわざは、了解 と同時に共有、伝承 さ
れてきたもの といえよ う。
またデー タとしてのことわざが存在 しうるとしても、特 定社会集団構成員に単純に共有、伝承 され
1997年、pp88から91が初出。
ω 尚学図書編 『故事俗信 ことわざ大辞典』小学館
、1982年、p846ω





ているわけではない。共有 はされていて も著 しい社会の変化や世代間の価値観の変質により、意味解
釈が異 なって伝承することはある。換言すれば、伝承は単に繰 り返 し同 じ句が、同 じ意味解釈 で伝承
され るものでもない とい うことである。
一句一句に多面的な意味解釈がある。類句に矛盾 両極す らする意味を持つ句 もある。あるいは、デー
タにならない句 もあり得るといったことに留意することによって、 「ことわざ社会心理学jは 成立す
るといえる。
B.枠組み の 設定
特定集団 とい う枠組みは、た とえば、 日本あるいは東アジアな どの比較的大 きな枠組みか ら、同 じ
日本の中でも東 ・北 日本社会、西 ・南 日本社会 といった地域性や、世代 とい う枠組み、性別、職業別 、
学歴別 、その他 さまざまな属性の、具体的な比較的小 さな枠組み設定が考え られ る。本稿の 「西 ・南
日本の高齢者像」は、西 ・南B本 社会 とい う限定 され た地域性 の可能性 に留意 した考察をするもので
ある。 ・
「ことわざ社会心理学」は、一つは、特定項 目に関 して複数の既成のことわざを集合 させて、伝統
的に共通感覚 として認知 され てきた法則性 ・原理性あるいは習俗規範を見いだす ものである。また一
つには、現代の社会的な意見 ・態度を抽出す る方法論 としての 「ことわざ創 り」 とい う方法を持つ も
のである。 「ことわざ創 り」は、一般 に 「創作 ことわざ」 とい う。 しか し既成の句 も元は創作 された
ものであ り、新たにことわ ざを創 るとい う意味を強調 して 「ことわ ざ創 り」 とす る。
「ことわざ創 り」は、社会科学の新たな方法論である。 これ まで特定社会集団構成員の意見態度 を
測定するには、調査者が作成 した質問票な どによるアンケー ト調査法があった。その中でたとえば、
イエス ・ノーの回答や品等法の回答が用い られた。・あるいは被調査者が回答する 自由回答法があった。
しか し、質問票の回答は調査書の用意 した ものであ り、自由回答欄 の回答は、ほ とんど得 られ ない し、
整理 しに くい ものであった。 また、サンプ リングの精密 さの課題やアンケー ト法の回収率の低 さの課
題が付 きま とう。
ところが 「ことわ ざ創 り」 とい う方法は、特定項 目について、回答書各 自にそれぞれ一人称の レベ
ルで回答 して もらうもので、文字通 り回答者の意見 ・態度 となる。サ ンプ リングの精密 さの課題は残
るが、回収率は高い し、あえて問題 とす る必要 もない。 当然、アンケー ト法の ような質問 と回答 との
削酷はない。被調査者 自身の意見 ・態度そのものが句 として回答 されるものである。
ところで、 「創作 ことわ ざ」は、教育活動の一環 としてすでに普及 してい るといえる。㈲ た とえば
小 ・中 ・高の一クラスで、 自由にことわざを創 って もらい、作品を回収 して、後 に項 目別 に分類 し、
それぞれの特徴、 「らしさ」を抽出する。恋愛、授業など学生生活、人生、教員、現代社会な どの項
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間を知 る資料、また父母の子供を知 る資料な どとして有効である。そ して、これ はどちらか とい うと
国語的な用い られ方ではなかろ うか。
「こ とわ ざ創 り」は、これに対 し社会科学の方法論である。特定社会集団構成員の意見 ・態度は、
確かに求めに くい。 しか しこの方法を用いれば条件付きではあ るが、特定社会集団構成員の意見 ・態
度 を求め うる。その条件 とは、第一に、特定項 目に関 して、いわゆる三人称の一般論ではなく、 「自
分が』 、あるいは 「自分は、 どう考える。 」といった一人称で、対象の特定杜会集団構成員の特定項
目に関することわざを創 ってもらうのである。
第二に、 「ことわ ざ」 にこだわ らず、 「ことわざらしきもの」を創って もらうとする。特定項 目に
関す るf定 義」のよ うな もの としてもよい。主語が省略 されることもある し、多 くが短い句であ るの
で、 ともすれば表現 としては、感性 的にな りがちである。 しか し、実は特定仕会集団構成員に、その
意味が認知的 に了解 ・共有 ・伝承 されている短めの成句 として創 られ るのである。
第三、にあくまで も特定項 目に関 して、 ことわ ざを創 ってもらうのである。そ して、一人が特定項
目に関 して複数の句を創 ってもよいとす る。 こ うすれば意味内容の認知度が高まるといえよう。
この 「ことわざ創 り」によって創 られた句は、一句一句では時に特異、特殊な句かもしれない。 し
か しこれ らの句を複数集合 させ ると、ま さに特定社会集団構成員の特定項 目に関す る意見 ・態度が、
必ず しも一つの意味ではな く抽出 されるのである。ま さにこの方法は、特定項 目に関す る質問票の 自
由回答欄の回答であるといえる。または特定項 目に関す る文章完成法の回答でもある。そ こで この方
法は、社会科学の新 たな方法論の提言 ㈲であるといえるのである。
このよ うに 「ことわ ざ社会心理学」は、ことわざをデータとして、一つには既成の ことわざの集合
による特定社会 ・文化の特徴、あるいはその習俗規範の抽 出す る、二つには 「ことわざ創 り1と い う
社会科学 の新たな方法により、現代の特定社会集団構成員の意見 ・態度 を抽出す ることな どを 目的 と
す る新 しい分野である といえる。本論 では、この 「ことわ ざ杜会心理学」の一つの試み として、 「高
齢者」 とい う特定項 目に関 して、西 ・南 β本社会 とい う地域を考慮 して、分析 ・考察 してい くことと
する。
巫.既 成の ことわ ざによる高齢者像
A、高 齢 期 の始 ま り
高齢者に関することわざは、ことわ ざの特定項 目の中でも多い方である。 この項 目を、い くっかの
視点か ら細分化 し、分析 ・考察 してみ よう。例えば、 「高齢者 とは何歳 ぐらいからをい うか」 とい う
視点からこ とわざを集合 させ てみる。年が薬、年 こそ薬なり、あるいは年が意見 とい う句があるω。こ






れ らの句 と反対の意の句に年が仇、年は寄るまい もの といった句 がある。 このよ うな類句を統合す る
と、ことわ ざにおける、いわゆる 「加齢」は精神的、身体的に薬 ともな り仇 ともなるといえるようで
ある。年齢に関す る他の ことわざを集合す ると、果た して、 日本においては、どの ような習俗規範、
考え方が存在 したのであろうか。高齢者の年齢が対象であるか ら、三十歳から始めてみ よう。
三十は男の盛 り、三十に して立つ、三十に満た ざれば人の像を描 くべか らずの句のよ うに、三十歳
にもなれば、思慮分別も定ま り、人生の最盛期を迎えると読み取れ よう。男三十でちょろちょろ子供、
女二十でおばあさんの句は、早婚の時代、女性の最盛期が早かったことを うかがわせる。現在で も女
子大生が、自らを 「も う自分はオバンとか年増」 とい うのは、特定の価値観が変形 しなが らも伝承 さ
れているのではないかと考えられる。そ して、男女の違いは、男は気で老い、女は器量で老ゆの句が
象徴的である。
四十暗が り、四十 がった り、四十の退 団(の きめ)、 男四十二歳女三十三歳は大厄、四十肩五十肩
などの句は、 この年代の身体的な衰えの兆 しを うかがわせ る。 しか し、四十男の盛 り、男の四十は分
別盛 り、四十にして惑わず、四十にして心動かず といった句を集合させてみると、精神的、社会的に、
特に男性は精神的には充実 して、社会的な地位 と役割では入生の最盛期 といえるであろう。一方、男
の四十はちょろちょろわっばの句は、更なる高齢者か ら見れば四十歳 くらいはまだ本 当の大人ではな
い、発展の可能性があるといったニュアンスが読み取れる。
また、これ らの句 の集合に関 して、社会の変化、社会的コンテクス トに留意 しなくてはならない。
これ らの句は、人生五十年 とい う寿命の時代の句であるといえよう。 しか し、急激な長寿の時代への
変化、社会変動の時代であっても、四十歳 ともなると身体的衰えが見え始めることは、体験的にも肯
定で きる。 白髪は冥土の使いとい う句 もある。個人差が顕著になってくるといえよ う。
ところで、 「まだわっぱ、子供、若い、青い、餓鬼」といった表現は、年齢 に関 して否定的な意味
を持つ。一人前、大人、成人ではないとい う意味である。それ では日本社会における一人前は、どの




に して四十九の非を知るといった句にみるように、精神的な成熟、到達感 、悟 り、達観の心境に達す
る者 もあることを示す。身体的には五十の坂の句に表される下降傾向が示 される。避 けられない身体
的な老いの傾 向が見 られて も、五十歳代は、精神的には高齢者 とはまだいえない といえよ うか。人生
五十年か ら現在の寿命 となった事実を確認すると、いわゆる人格が劣化す るのではな く、円熟すると
い う現代の高齢期の考え方は、天命を知 るな どの句を読み替えることができるといえようか。
六十歳代は、厚生労働省などの認定する65歳以上のいわゆる老年、老人に当てはまる。老人会の入
㈹ 拙編著 『日本人の社会心理』人間の科学社、1998年、pp93から97
大島建彦編 『日本 を知る事典』坪井洋文 「人の一生j社会思想社ig71年
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会資格でもある。 ことわ ざでは、 常命六十年、六十の本卦還(ほ んけがえ)り 、とい う。 しかし平均
寿命で見れ ば、1999年では男性77,10歳、女性83,99歳{9)で、まだまだ寿命、あるいは余命はある。そ し
て、六十までは人銘々の句の ように、身体的、精神的 に個人差があって、文字通 り高齢者 の仲間入 り
をす る者 もいるといえる。 しか し、この時期か らは、改めて老年期、高齢期 と考えて よかろ う。
老年心理学では、老年期あるいは高齢期 を 「成人後期 」と位置づ け、身体的 ・健康 の衰え、引退 と
収入の減少、配偶者の死 な どを迎 える時期であるが、なおこれ らの現象に適応 し、さらに人間関係の
調整、社会的 ・市民的義務の遂行 といった生涯発達の可能性をい う。㈹ 六十の手習い、手は六十まで
上が る、算用十八手六十、謡十八手六十な どの句が、気の持 ちようや 、生活機能の 自立をもって、生
涯発達を続け る可能性 を示す。 ことわ ざは、現在の老人心理学 の発想 をすでに含んでいるといえる。
逆 に言えば、個人によっては先の六十の本卦還 りの句のよ うに、年を とる と身体的、精神的に子供
に帰 って しま うとい うこともあ りうるとい うことである。他に も六十の三つ子、六十の一つ子 といっ
た類句がある。 さらに七十の三つ子 、八十の三つ子の句の よ うに、個人差がいわれ る。 また、年齢は
あま り意味 のない、いつで も発達 と裏腹に衰退の可能性がある とい うことにもとれる。年は寄 っても
心は寄 らぬ 、気は持ちよ うな どの句は、この辺の精神的なの機微を示 してい るといえよ う。
日本においては、1980年代 には、65歳以上の人 口が一千万人強、全人 口の10%未満である。そしてわ
ずか20年後、21世紀初めには、2倍の二千百万人強、全人 口の150/。強である。 さらに推計では、2025年に
は、三千三百三十四万人強、全人口の25%を軽 く上回 る。いわゆる超高齢化社会の到来である。(!1)こ
れを社会福祉や社会の活性 化の側面な どか ら、非観的にみ るばか りではなく、多 くの人が高い確率で
いわゆる高齢期 を過 ごす わけで、いかに して個人の意志の持 ち方や人間関係において、社会的適応を
図るかを考 えていかなけれ ばな らないと老年心理学は考える。
B.高 齢 者 像 の 特 徴
高齢 者 、 老年 、 老 入 、年 寄 り、 じい さん ・ば あ さんな ど とい った類 語 が あるが 、 こ とわ ざで は圧倒
的 に 「年 寄 り」 の用 語 が用 い られ る。東 京 目比谷 の ブ リヂ ス トン美術 館 に は、江 戸時代 の禅僧仙 崖 の
コ レクシ ョンが多 い。 そ の 中に 有名 な 『古人(老 人)の うた』が あ る。{12)できる限 り現代人 に分 か り
やす く表 記 してみ る。
「しわ が よ る黒 子 が 山 ける腰 曲が る、頭 は禿 げ るひ げ白 くな る、手 ハ振 ふ足ハ ようつ く歯 は抜 ける、
耳 は 聞 こえず 目ハ うと くな る、身 に添 ふ は頭 巾、 襟巻 、杖 、 目鏡 、(湯)た んぽ 、温 石 、 しゅびん(尿
瓶)、孫 の 手 、聞 きた が る死 に とむ なか る寂 び しが る 心 ハ 曲が る欲 深ふ な る く どくなる気 短 にな る
愚 ち にな る 出 しゃ ば りた が る世 話や きた が る、又 して も同 じ話 に子 を誉 める、 達者 自慢 に人 はいや
が る」 とあ る。 率 直 な言 葉 と共 に その絵 も強 烈 な印 象で あ る。
《9)総務 庁統 計 「推 計人 口jl998年/国 立社会 保障 ・人 口問題 研究所 「日本の将来推計人 口20;0年」






こ うした腰 曲が る、 目が霞 む、 耳が 遠 くな る、 動作 が鈍 い、汚 い、 臭 い、 ボケ る、病気 そ して 心 は
曲 が る、欲 深 くな るな どの年 寄 りに対 す るマ イナ スイ メー ジは 、既成 の こ とわ ざで は ど うな っ てい る
で あ ろ うか。
既 成 の句 を集合 させ て み る。年 寄れ ば恥多 し、年 寄れ ば欲 深 し、 老い の僻 耳、老 いては事 に僻 む 、
年 寄 りの物 忘 れ若 い者 の 無 分別 、老 い の一徹 、年 寄 りの強 情 と昼 過 ぎの 雨 はたやす く止 まぬ、 老 い木
は 曲が らず 、老 い の寝 ざ めな ど、恥 多 く、欲 深 く、僻み っぽ く、物 忘れ 激 しく、頑 固で 、強情 、真 夜
中 に 目が覚 めて しまい が ちで 、熟睡 で きない な ど仙崖 の歌 と同様 の意の句 がみ られ る。 倒
さ らに辛 辣 な句 は続 く。 年 寄 りと釘 の頭 は 引 っ込む が よい、年 寄 りの 冷水 、年寄 りの 力 自慢 、老 い
の木 登 り、年 寄 りと紙袋 は入 れね ば立 た ぬ、年 寄 りの 夜歩 き、 年寄 りの夜 道 、秋 の 日と年 寄 りはだ ん
だ ん落 ち 目が 早 くな る、老 い て の身 は今 日か 明 日か、 年寄 りと仏壇 は置 き所 がな い、持 仏堂 と年 寄 り
は置 き所 がな い 、年 寄 りは 使 わなや 損 、年 寄 りの昔 話 、昔年寄 りに弱 い ものな しな ど、 ま さに マ イナ
スイ メー ジの 句 は多 い。 い ずれ に して もこれ らの句 は 、改め て解説 が な くて も共 有認 知が な され 、そ
の意 味 は 了解 され てい る句 であ る。 こ うして項 目毎 に類 句 を集 合 させ る と、共通 す る、一貫す る意 味
が 、句全 体 で強調 され る とい うことが いえ る。
ところで 、 これ らの句 は、 必ず しも高齢 者像 そ の もので はな く、老 人 心理学 で い う加齢(エ イ ジン
グ)の 特徴 と考 え らる。 それ は 単な る高 齢者 のマ イナ スイ メー ジ とい うよ り、高齢 期 の身 体的 、精神
的 、 あ るいは社 会 的 な一 面で の必 然 の衰退 傾 向 に過 ぎない とい っ てよい。 もちろん知識 や洞 察力 、精
神 的 向上な どの よ うに、 多面 では 、向 上の可 能性 もあ る。
それ に も関 わ らず問題 で あ るのは 、衰 退傾 向 が年寄 りのモー ダル ・パ ー ソナ リテ ィ(典 型)で ある
と考 え る こ とで あ ろ う。 高齢 者 は、す べか らく衰退傾 向 であ り、 マイ ナス な側面 ば か りとい う捉 え方
で ある。 確か に、 これ で は 問題 で ある。 た とえば べ年 寄 りと子供 は気 が短 い とい う句 の よ うに 自己中
心性 、猜 疑心 、保 守性 が 顕 著 、心気 症 、愚痴 っぽい な どの特性 は 、人 間関係 に トラブル を起 こ しや す
い とい え る。 これ を こ とわ ざでは老 い入れ が悪 い とい う言 い方 はあ る。
しか し、老 馬 の知 、亀 の 甲 よ り年 の 劫 、烏賊 の 甲 よ り年 の劫 、蟹 の 甲 よ り年 の劫 、年 こそ薬 、医者
と坊 主 は年 寄 りが よ い、 古い ものに は功 が ある 、年 寄 りの あ る家 には落 ち度 がな いな どの句 を集 合す
る と、 マイ ナ スで は な く、プ ラスイ メー ジで あ る。 年 寄 りの経験 、知識 の豊 富 さとい う一つ の特 徴 を
示す。 これ は発達 心理学 で い う、発 達の教 育的 プ ロセ ス問 であ る といえ る。 つま り経 験 は死 ぬ まで積
み 重 ね られ 、知識 は 可能性 で はあ るが 、生涯 発 達 し続 け、精神 的 な状 態 は死 の直 前が 至高 の状態 であ
る とい うこ とであ る。 こ とわ ざで は老 い入れ が 良い とい う。
高 齢者 は 、 この よ うに衰退 傾 向 もあ るが 、飽 くな き向上 もあ る とい うこ とが、 高齢者 の あ えて いえ
ば、 モー ダル ・パー ソナ リテ ィであ る とい え よ う。
㈹ 前掲書(10)他r加 齢は、老化ともい う。古い老化の考え方は、たとえば知能は死の直前、終末低下する、生存
曲線は、直角型に低下す るとい うことが実証された。 しか し、新 しい老化の考え方は、総合的な人格は、劣化するこ
とはない、む しろ円熟に向かって発達するとする、生活の自立,適応が大切である」とい うものである。
"1)発達心理学の用語。成熟を頂点 として劣化する自然的プロセスに対する(13)のよ うな考え方をい う。
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発達の教育 的プ ロセス に対 し、 自然的 プロセスでは、成熟 とい う頂点、そ してその後の衰退 とい う
山形の曲線 をた どるわけであるが、教育的プ ロセ スは、明 らかに右上が りのプロセスをた どる発達過
程であるとい うことである。 しかも、亀の甲、烏賊の甲、蟹の甲㈹ の句は、単なる類句 とい うより、
各地で同 じよ うな意味が 、言葉の一部 を変えていわれ た とい う 「地域性」を示唆す るもの と考 えてよ
かろ う。 この地域性に関 しては、次の章で詳細を考える。
経験や知識 は、まさに発達 し続ける可能性があるとい うことである。 さらに年寄 りに関す る句を別
の視点か ら集合 させてみ る。茄子 と年寄 りの意見には無駄がない、年寄 りのい うことと牛の しりがい
は外れた ことがないなどの類句は、単に経験、知識が豊富なだ けではなく、放きを温ねて新 しきを知
る、敏 きを去 って新 しきに就 くとい うように、古いことばか りを知ってい るのではなく、あるいは固
執するのではなく、新 しい ことも知 って初めて年寄 りと して尊敬 され るとい うことが、年 寄 りの生活
の仕方としていわれる。
「年 をとってい るか ら偉い」 とい う単純な考え方は、現在は通用 しない といえよう。 このことは儒
教道徳 の孝 とい う絶対的徳 目からすれば、問題がある といえるかもしれない。 しか し、実は 日本社会
の庶 民の習俗規範 においては、む しろ教条的、絶対的な徳 目はそのまま受 け入れ られず、 どの よ うな
徳 日に関 しても相対的なバランスの よいあ り方が大人 としての条件 とされた といえる。
た とえば儒教の徳 目の 「義」に関す ることわざを見てみよ う。義 を見てせ ざるは勇な きなりと 儀 」
は肯定 されている。 しか しことわ ざを集合させる と、義 をとれば孝を害す孝 を思 えば義 を捨っ る、義
は君臣情 は父子な ど相対的 なバランスが問われ る。 しつ けの面で闇雲な儒教道徳 の徳 目の押 しつけや
強要は、はや らないとい うことだけではな く、大げさにいえば伝統的にはむ しろ否定 されていた とい
える。 「け じめがっかない」 といいはる頑ななけ じめのなさ、あるいは正義の味方が、往々に して年
配者にある。年寄 りは犬 も侮るの句のよ うにな らないことであろう。
老いてますます盛んなるべ し、老いのい入 り前、古い燃え さしには火がっきよい、老い木に花、老
い木に伏 して志千里あ りの類句の ように気 力充実、意欲満々であることが発達 を続ける前提 といえる。
発達 を続けるばか りでな く、周囲 との人聞関係を調整 しバ ランスよ く生きていくためには、さらに多
くの ことわ ざがその極意 ともい うべきこ とを示 している。
気は取 りよう、気は持 ちようとい う。年 は寄っても心は寄らぬ、年か ら年 をとる、気から病が出る、
気軽けれ ば病軽 しな どともい う。衰退 と発 達の分岐点は、この気力、気の持 ちようとい うことである。
気の持 ち方では、精神論 になって しま うか もしれ ない。そ こで学ぶに年を とりす ぎた とい うことはな
い、少年学ば ざれば老後 に知 らず、玉磨かざれば光な し、人学ばざれば道を知 らずとい う句のよ うに、
学ぶ と学ばざるが具体的な気力 を持つか持たないかの分岐点の一つ となる。
六十の手習い、八十の手習い、老いの手習い、老いの学問の句の よ うに、思い立った ら吉 日、いっ
始めて も遅 くはない といえる。今 日学 ばず して来 日あると思 うなかれである。そ してことわざは、学
ぶについての核心をい う。
個 本稿で引用 している既成のことわざは、前掲書(3)(7)他多数あるので、列挙す るのを省略する。
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句を集合 させてみ よ う。学んで思わ ざればすなわち暗 らし、知識の習得は理解力のあるものには容
易な り、教 えるは学ぶが半ば、読書尚友、聞くは一時の恥聞かぬは末代の恥などとい う。すなわち読
書な どにより情報を収集 し換言すれば覚える ・まねることによ り知識 を習得 し、要約をする力や問題
点 を探す力、いわゆる洞察力 を増すことである。 この洞察力は、理解力 ともいえる。単純に、あるい
は闇雲に覚える ・まね るではなく、理解 した うえで、覚 える ・まねるのである。経験豊かな年寄 りは
当然理解力も豊かであ り、更なる知識の習得がおおいに可能なのである。
また、これ らの多 くの句の出典は、主に 『論語』であるが、理解力の句 は 『聖書』である。 このこ
とは 日本人 らしさの一つの特徴を示す。矛盾対立す らする事柄を幅広 く許 容 し、 さらにそれ らを統合
的に受容する、すなわち矛盾 両極許容統合㈹ するのである。年をとることは、当然、 日本人の社会的
性格の利点を発揮できる立場にある。
さらにこのことは、分別盛 り、男の四十は分別盛 り、良き分別 は老入に問えとい うよ うに、けじめ ・
分別がっ くことでもある。け じめと分別は同義語である。佃 先ほどの、矛盾両極をも許容 し、両極を
内容的に統合することもあれば、時 と場合、臨機応変にその視点を変えて決断をする、 しかもその判
断は瞬時にな される。成人な らば常に一定の固定的な視点で判断をす るあ り方 とは異なるものである。
これがけじめ ・分別である。
分別過 ぐれ ば愚 にかえる、黒白をわきまえる、分別の上の分別、分別なきものに怖 じよなどの句に
示 される。け じめ ・分別 ある行動に関す る句をさらに集合 させてみる。過ぎたるは及ばざるが ごとし、
間髪をいれず、悠 々と急げ、和 して同ぜず、清濁合わせのむ、な らぬ堪忍す るが堪忍、人のふ り見て
我ふ りふなおせ、人を見て法を説けなどの句がある。
若気の過ち、若気の至 り、若気の無分別、若い時の力 こぶの句のよ うに、若い時はバランスが悪い。
逆に言えば,年をとることは、若木の前で笠をぬげとい うように、年寄 りだか らといって威張 らず、謙
虚であれ とい うことである。謙譲の美徳、奥ゆか しさは、本来 は年齢に関係 ないものであるが、年 を
とればこそ持つべ きものであるといえよ うか。
こうした 日本人の社会的性格、あるいは 日本社会の習俗規範 を習得すれ ば、夕の 日に子孫を愛す、
地蔵 と年寄 りの 世の中の句に見るよ うに温和で敬愛の対象 となる。年寄 りは家の宝、なす と年寄 りの
個 福武直の同族結合と組講結合を指標とした東北型農村と西南型農村や山田盛太郎 ・戸谷敏之の東北 日本型農業経営
















意見には無駄がない、古 いいものには功がある、医者 と坊主は年寄 りがよい、年寄 りも世帯道具、年
寄 りと古寵は使い得、年 寄 りは使わにゃ損などの句の集合 に一貫することは、条件付 きとはいえ年寄
りの伝統的あるべ き姿が描かれているといえよう。
いずれにせ よ、これは年寄 りに限ることではないが、病は気か ら、気は取 りよ う、気は持ちようで
ある。特に、年は寄れ ども心は寄 らぬの句が象徴 的な年寄 りのあ り方のポイ ン トである。 また、エチ
ケ ッ トの第一 は健康管理であるとい うことも句には込め られている。た とえば人 とあっても、風邪を
ひいていれば互いが不快であるとい うが如 しである。いずれにせ よ社会福祉 のよ うな制度は必要であ
る。 しか し結局は個々人の気の持 ちようが、老後を決 める。そ して既成のことわざは、一句一句でも、
いわんや句を集合 させる と、生きた習俗規範が内包 されているものである。単純 な並列ではなく、視
点 を定めた項 目毎の句の集合の分析は、決 して古い ものではなく、現在に生 きている意味を見出せる
とい えるのである。
皿.西 ・南 日本(奄 美 ・沖縄)社 会の高齢者像
A.高 齢期 の 始 ま りと地 域性
前章では、 ことわ ざ辞典類の中か ら既成のことわざを引用 し、それをデー タとして 日本における高
齢者像 を老人心理学の視点と関連 させなが ら分析 ・考察 してきた。本章では、日本 とい う枠組みを西 ・
南 日本社会とい う枠組みに代えて、その地域性に関 して分析 ・考察す る。西 ・南 日本社会 とは、人類
学や農村社会学の成果を援用 したもので、大雑把には フォッサマグナを境 として、社会文化的 に東北
日本 と西南 日本に地域 を二分 した ものである。東北 日本は、北海道を除く東北 ・北陸 ・関東 甲信越 ・
一部 中部である。西南 日本は、沖縄 ・九州 ・四国 ・中国 ・関西 ・一部中部である。
この区分の主な指標は、社会秩序のあ り方の違いである。た とえば、30歳の本家の男性 と40歳の分
家の男性がいたとす る。東北 日本では、比較的耕地面積が広く農業を続けるには、本家分家関係 とい
った指標 の上下の秩序を維持す る必要があった とされ る。そこで、30歳の本家の男性が、年齢が下で
あって も40歳の分家の男性 よ りも座順は上位となる。西南 日本 では、守るべき耕地面積 も狭 く、本家
分家関係 は基本的秩序の指標にはな らない。そ こでは年序 、年齢による秩序がもたれ、40歳の分家の
男性が、年齢が上であるので30歳の本家の男性 よ り座順が上となる。c18)
こ うした地域性が成 り立つか否かが、本章の大きな課題 である。本章の ことわざの基本データは、
沖縄 ・九州で採集 した ことわざに限定 されている。 ㈹ しか し、沖縄 といって も本島と宮古や八重山諸
島では、生活文化は必ず しも一つではない。 もさらに九州 も一つの生活文化圏 とは言い難 い。そこで、
c")田端 、前掲 書(1の
(19}1988年か ら三年間、そ して2002年と沖縄 県名護市 、今帰 仁村 、国頭村 、大宜味村 の各〈 シマ 〉でフィール ド・ワ
ー クを実施 した。 調査項 目の中に、聞 き取 りに よることわ ざ採集が あった。その成 果は、拙者編著 『南島民俗文化の
総合研究』拙 稿 「西 ・南 日本 民俗文化にみる社会的性格一 ことわ ざに よる実証研究の可能性一 」人間の科学 社、1994
年 である。 また、注(17)に ある ように 社研の助成 を得て 、新たに ことわ ざ採集をお こなった。
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本稿では、さらに狭い奄美 ・沖縄 とい う枠組み を設定 し、特定の地域性 に関 してその高齢者像の分析 ・
考察を試みる。西南 日本 とい う枠組み分析のステ ップ ・アップの第一歩を踏み出 してみたい。
① 高齢期 の始 ま り
ア、 く うん と うぬ ち うちや
く うと うぶ きぬ うゆ わえ
うい一や っ るぬ ま を うて い









エ 、今 日の誇 ら しさは
いっ も よ りも勝 って る













上 の歌 は 、奄 美 の 「ち ん さぎの花」の歌詞 であ る。沖縄 では 「ちん さぎ]をfて ん さご」あ るいは 「て
ん さぎ」 と発音 して いる。 いずれ も同 じ曲であ る。・最後 のキは本歌 であ る。 この歌 は歌詞が変 わっ て長
寿 の祝い歌 に もな る。 アは、それの1番 を発音通 りに 表記 した もの であ る。 次 のイ は、アの標 準語訳で
あ る。 ウ、エ はその2番3番であ る。 ウは、61歳の年祝 いの歌で 、 この歌詞が 、オ73歳、カ85歳の年 祝い
と変わ る。3番は同 じ歌詞 で 、 ウエ 、オエ、カエ と歌 われ る。
「ちん さぎの花jの 歌 は、奄美 ・沖縄 の高齢者観 をシ ンボ リックに表 して い るとい えよ う。 また 、長
寿の祝い には、地域差 、地域性 が ある ことを示 唆 してい る。 さて 、ウの若年 の歌詞 にみ るよ うに61歳は、
まだ若い とい う。 この先の73歳や80歳の祝 いで こそ初 めて長寿 であ ると してい る。オ73歳にな る と、ま
だ中年 だ とい う。 この先の85歳を経て百歳 まで を願 お うとい う。 カ85歳のお祝い では、 さらに88歳や百
歳 を願お うとい う。
長寿 の歌 であるか ら当然 ともい えるが 、現在 長寿が 日常的 であ る嫌な らではの歌で あ る。 ところで、
この 歌は古 くか ら伝承 され てきた もので 、現在 急に この実 態にな ったの ではない ことに留意すべ きであ
ろ う。 そ して、 この こ とは、老年心理学の 、 さらな る発達 、身 体的衰退 を条 件 として も、なお社会 適応




さ らにシ ンボ リックに意味 づければ、長寿は めでた いことであ り、f長 幼の序」の秩 序を大切にす る、
高齢者 は尊敬す べ き対象 であ るとい うことであ る。先 にみた 日本全体、 あるい は現在 の都 市部 とは異な
る認 知的 了解 あ る とい うことが読み 取れ る。それ は、伝統的に祖先 を大切にす る祖 先崇拝観 が、県 民の
根底 に ある こと、親子 ・長 幼の序 とい った儒 教的倫理観がス トレー トに強い ことに関連深 い といえ よ う。
ま さに この地の地域性 の特徴 といえ る。
既 成 の こ とわ ざの集合 にお いては、六十の本卦還 りとい って還 暦 をいい、人生 七十古来 稀な りと古希
をい い、八十 八の米餅 と米寿 をい う。七十七歳の喜寿や九十九歳の 白寿 に関する既成 の句は、大型 の辞
書に は見 当た らない。 これ ではい わゆる 日本一般 とで もい うしかない。
さらに奄美 ・沖縄 内の地域 差 、各 地域の特徴 を考察 してみよ う。 宮古島には、六十 か らは畦 の下 とい
う句 が ある。 妓籍 の言 い伝 えと関連 し、直訳す る と60歳を越 えた ら畦の下 に年寄 りを捨てた とい う意味
であ る。 しか し、通常 は年齢 に不足 はない 、円熟 してい るとい うむ しろ逆の意味で 、認 知的に了解 され 、
共有 され てい る とい う。 直訳 は 「長幼の序 」 とは一見矛盾す る句で あるが、妓籍 の言 い伝 えば必ず しも
現実 にあ った慣 行ではな く、言 葉だ けが伝 承 されたのでは なか ろ うか。 そ して儒教 倫理の伝来が あ り、
言葉 は変わ らないが 、慣行的 に認知 されてい る意味 に統合 され、共有 され 、現 在に至 る と考 え られ る。
沖縄 本 島名護 市饒平名 の長 寿の祝い は、61歳が〈61歳の トシ ビー 〉、続 いて 〈77歳、88歳、99歳の ト
シ ビー 〉があ る。そ して88歳の トシ ビー がく トー カチの祝 い〉 とい って、最 も盛 大な長寿の 祝いで ある。
さらに、97歳の くカ ジマヤー ⇒風 車の祝い〉が ある。
と一 か ちぬ うえへ く うまがん まるて い うまん ちゅ とうと うはにいわお う(ト ー カチ とい う米寿 の
祝 いは、子孫や 知人がすべ て集 ま り、祝お うとい う意味)と い うことわ ざがあ る。 沖縄 の地域の単位 は、
市町村 の 中の大字 、あ るいは これ を くシマ 〉とい う。 そ して、同 じ市 町村 で も〈シマ 〉によ り生活 文化は
異 なる とい われ る。そ してた とえば 、88歳の 〈 トー カチの祝い 〉は、〈シマ〉とい う地縁単位全体で祝 う。
しか し、〈モ ンテ ュ ウ〉(門 中)と い う血縁集 団が、一つの くシマ 〉を越 えて広 範囲 に存在 し、 この 日
はく シマ 〉ばか りではな く、〈モ ンテ ュウ〉単位 で も集ま る。地域性 は、複数 の指標が絡 ま り、機 能 し
て い る といえ る。
この地 の 一老人 が 、年 よみ ば、 十八肝持や 、十八 いちん若 々 と浮世渡 ら難儀 苦 しみや 戒みぬ 宝、 ち
ば てい花 咲 か し海 のにお い(ト ー カチ にな って も若 々 しい心 持 ちを持 ち続 けたい の意)と い うこ とわ
ざ創 りを してい る。 仰)長寿は めでた いばか りではな く、心 も若 々 しい年寄 りが多 い とい うこ とで ある。
気 の持 ちよ うが、年 齢 に応 じた新 た な社 会適応 を成 し遂 げ られ る とい うこ とを認 知 的 に了解、共 有 し
て い る こ とが分 か る。
「日本 は」 とか 、 「ア メ リカ で は」 とい った 大きな枠組 みは 、便宜 的には一 つ の指標 として成 り立
つ。 ステ レオ タイ プの分 析 も、意味 がない とは言 い切れ ない。 しか し、実は 、 日本 は一 つではな く、
もち ろん ア メ リカ も一 つ では ない。 よ り実態 の核 、本質 にせ ま るには 、地域差 、各地域 の特 徴な どの




B.高 齢 者 像 の 特 徴 と地 域 性
「長 幼 の序jの 倫理 観 は、 この 地の こ とわ ざでは徹 底 した もの とな って い る。既 成 の ことわ ざで見
た年 寄 りの加 齢 の特徴 、す な わ ち加 齢 に よる衰退傾 向 の句 は少 ない。 しか し、沖縄 に 、人 間は60歳に
な った ら5年毎 に身 体が悪 くなって い くご70歳に もなる と 日々を重 ね て身 体 が悪 くな る とい う意 味の句
が あ る。 ま た 八重 山には 、や らびつ かな いや 、 しゆま りど しい(幼 児 を養 育す るこ とは、気乗 りが し
て 興味 を持 たれ るが)、 うい び とつ かな いや 、 かま りど しい(年 寄 りを扶 養す るこ とは、手 をかまれ
て 気 が引 け る)と い う句 が あ る。 幼児 を養 育す るこ とは 、かわ い さが増 してい くが 、年 寄 りを扶養 す
る こ とは、 その 衰退 を見て い くこ とで嬉 しい もので はない とい った 意味で ある。
事 実で あ り、実感 であ ろ う。 しか し、その解 説 で、年 寄 りは老醜 、老 いぼれ 、毫様 、老体 、老骨 と
あ り、 その マイ ナ スイ メー ジを強調 してい る。 句 その もの の意 味 、ニ ュア ンスよ りも解説者 の個人 的
主観 が強 い解 説 で ある とい え よ う。 しか し、 こ う した認 知 的了解 が現 代 人の一 面で あ るこ とも否 め な
い とい える。
与那 国島 に 、取 る年 も宝、 頑丈 が 一番、世 の 変わ りゆ くの も楽 しめる、年 の沙汰 、年取 るの も世 の
な らい、(年 取 るの も宝 、頑 丈 で長生 きす る欲 は皆 同 じの意)の 句が ある。長 寿 を肯定 的に とらえて
い る。 そ して、死ぬ も一 日生 まれ る も一 日と死ぬ も生 きる も一 日だ、 自分が 思 う行動 に踏み切 る時 は、
断 固 と して必ず や りとげ る決 意 を持 て と気 の持 ちよ うをい う。形 ある もの は、見 る位置 に よって変 わ
って 見 える、 心 して見 よ うとい う意 の句 もある。 また 、老人 は真 心 を食べ よ、若者 は労 力 を食 べ よと
い う句 が あ る。 年 寄 りは世 の 中のた め に真 心 を尽 く し、世間 の人 々に心の 立派 なお年 寄 りとかわ いが
られ よと、 心構 えを い う。
沖縄 の こ とわ ざに 、歳 方やい じに りうぬ崇 み しち ゅてい 、むて いな しゅ し人ぬ 道 ゆ と う思 り(年 長
者 には敬 意 を)、 老 が らしや かな るぬ(年 老 いた 烏に は勝 てぬ)と い う句 が ある。 先 に既成 の こ とわ
ざの集合 の分 析 では 、年 寄 りだか ら偉 い 、尊敬す る対 象だ とい う直線的 な 見方は、 現代 では成 立 しな
い と分析 した。 しか しこの地 で は、 冒頭 に述 べ た ご とく、 「長幼 の序 の倫理 観」がや は り強 い といえ
る。 、
それ は親 子 の句 に象徴 され てい る。 四 うや ぬ くいや 、かんぬ くい(親 の声は神の 声の意)と い う。
そ して、親 ぬぶ ん じゃ頭 髪 先に ん 送 り送 らるぬ(親 の恩 は体 の隅 々まで行 き渡 って もなお あま りあ
るの意)と い う。年 長者 を跨 ぐ と、背 丈 が灯 篭の 丈 ぐ らい しか伸 び ない、 故 に年長 者 を尊敬 しな さい
と 「長幼の 序 」 をス トレー トにい う。 「ちん さぎの 花」 で も、親 の教 えは 胸の奥深 くに染め る よ うに
聞 け とあった。 親 の教 えは百義 、親 の下 知 にはそ むかぬ もの 、親 の い うこ とを聞 かぬ ものは 波風 に も
まれ る、風 雨 に合 う、砂 を食む 暮 しをす る、 さ らに親 と茄子の花 とは無駄が ない とい う。
違 う視 点 か らは 、親 の有 り難 さは子 を産 んで わか る、 あるいは子 を三人 持 てばわ か るな どとい う。
親 を敬 慕す る人 は 、他人 を も敬慕 し、親 との敵 は他人 とも敵 と親 を敬 う人 は 他人に も敬意 を払 うこと
が で きる とい う。 親 を大事 に しない人 は他 人か らも嫌 われ 、世間 か ら も敵 の よ うに 思われ るの意 の句
c2t,仲井真元 階、前掲書(17)・田畑千 秋、前掲書(17)参 照
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である。奄美 ・沖縄の習俗的社会秩序の象徴的あ り方 といえよう。そ して、び とうた うきや しいや ど
うやむたいん 〈人間一人では生活できないの意〉、あるいは、いち足 らん事や一人足れいだれい、互
に補 ていど うや年や寄た ると共同体の意義をい う。
年 の寄 りてや徒に居 るな 一事 どもすれば為 どなゆる(老 いて学べば死 して朽 ちずの意)と 、年を
とっても常に学び、そ して発達の可能性い う。そ うすれば、うい とうぬ さ ぬみ どうち(年 寄 りの茶
飲み友達)と 、年を とる と見知 らぬ人で も茶飲み友達になれる とい う。また、行 ちたらんことや一人
足れいだれい、互いに補て いどう年や寄 りた る(老 夫婦はお互いに思いや るの意)と 、特に人間関係
の根底の夫婦関係に言及す る。生き様 、気の持ちよう、人間関係のあ りようで、 ういひ とうや きない
ぬたか ら(老 人は家庭の宝の意)と なるとい う。
この地域は、年寄 りに関する句は、地域性を考慮 していない一般的辞書類に比べると比較的少ない。
しか し、関連することわ ざを集合 させてみる と、人々に認知的に了解、共有 されている習俗規範や特
定の倫理観が、強烈に主張 されているという地域の特徴が読み取れるといえよう。
おわ りに
こ とわ ざ社会心理 学 は、 これ か らその 体系 を整 える段 階 であ る。 そ して 、よ りマ クロに地域 性 を分
析 す るた めには 、フ ィー ル ド ・ワー クに よるデ ー タの採 集や 市町村誌 な どに独 自に編纂 されて いる地
方独 特 の こ とわ ざな どのデ ー タベ ー ス化 が急 がれ る。 また、社会科 学の… 方法論 と しての こ とわ ざ創
り(創 作 こ とわざ)の 採 集 とそ のデー タベー ス化 も必 要であ る。 サ ンプル の属性の 違い によ り、地域
性 は もちろん世 代や性別 、職 業 、学歴別 な どの精 密な分析 ・考察 が可能 とな る。本稿 は 、地域性 の課
題の ステ ップ ・ア ップのた めの …つ の試 み で ある。
(あなだ よ しゆ き)
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